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おおてもんくついし

大手門沓石

てんしゅあと

天守跡・

ほんまるほりあと

本丸堀跡

ごてんざくら

御殿桜のある所が西櫓台跡です。そこには真田氏時代

の石垣と
いしだん

石段を見る事ができます。
て ん な

天和元年(1681年)真

田氏５代藩主
のぶとし

信利が
かいえき

改易とされ、その時城は破却とな

りました。その後再建されることはありませんでした。

にしやぐらだい

西櫓台石垣・石段

ごてんざくら
御殿桜

にしやぐらだい

西櫓台の石垣上に大きく枝を
張る桜の木が、エドヒガンザク
ラです。

「
ごてんざくら

御殿桜」という愛称で沼田市
民のシンボルになっています。

えいれいでん

英霊殿の東側が
てんしゅあと

天守跡推定地です。
英霊殿鳥居付近で大手から移され
た大手門沓石が見られます。
真田時代の絵図には五層の天守が
描かれており、天守は９間×10
間 ( 約 18ｍ四方 ) の方形で石垣の
高さは８間 ( 約 16ｍ) あり天守推
定地の付近では金箔瓦も発見され
ています。江戸城天守が焼失する
と、関東で五層の天守を持つ城は
沼田城だけの時もありました。

この
ほりあと

堀跡は本丸から二の丸の間に作られたもの
で、

ほりはば

堀幅12
けん

間(約24ｍ)×
ほりだか

堀高３
けん

間(約６ｍ)と正
保城絵図に書かれています。写真中央よりやや
上にある

いしがき

石垣は、当時のものです。
平成27年の調査で多くの瓦と石垣の下段部分、
う ら ご

裏込め石が見つかりました。

鐘楼は、明治31年頃旧沼田町
役場の裏手に建てられ、時を
告げていましたが、昭和58年
に公園に再建されました。
城鐘は2代藩主

さなだのぶよし

真田信吉が
ちゅうぞう

鋳造し、時を告げていました
が、現在はレプリカを用いて
おり、実物(県重文)は沼田市
歴史資料館(テラス沼田２階）
に展示しています。

鐘　楼
しょうろう

ビューポイント
平八石

（首さらし石）

谷川岳や武尊山、三峯山、戸
神山などの山々を眺めること
ができます。
また、名胡桃城方面も見る事
ができます。

沼田平八郎景義は、沼田氏十二代顕泰と側室
の間に生まれました。沼田氏内乱で越後（一
説では会津）へ逃れた平八郎は流浪の末、東
上州女渕で再起の機をうかがい、天正9年
（1581）、沼田氏再興の兵を起こし、再興を目
前に伯父の金子美濃守などの手によって水
の手曲輪の露と消えた。
平八郎の首をさらした石が今に残ります。

へいはちいし
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25分

沼
田

沼
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真
田
信
幸
は
、
天
正
十
八
年(

一
五
九
〇)

、
沼
田
領
二
万
七
千
石
の
初
代
沼
田
城
主

に
な
る
と
、
長
い
戦
乱
で
疲
弊
し
て
い
た

沼
田
領
内
の
復
興
に
つ
と
め
、
年
貢
の
減

免
、
田
畑
の
開
拓
、
町
割
等
を
行
い
、
ま

た
、
五
層
の
天
守
閣
や
櫓
、
門
な
ど
を
建

造
し
近
世
城
郭
と
し
て
整
備
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
城
下
町
沼
田
の
基
盤
を
造
り
、

こ
こ
に
安
泰
の
世
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

の
天
下
分
け
目
の
関
ヶ
原
の
戦
い
で
す
。

石
田
三
成
方
に
つ
い
た
父
・
昌
幸
、
弟
・

信
繁
に
対
し
、
信
幸
は
徳
川
家
康
方
に
つ

き
ま
し
た
。
敵
味
方
に
分
か
れ
戦
う
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。

関
ヶ
原
の
合
戦
以
後
、
信
幸
は
真
田
家
の

通
字
「
幸
」
を
捨
て
、
名
を
「
信
幸
」
か

ら
「
信
之
」
に
改
め
て
い
ま
す
。

真
田
氏
の
名

を
世
に
し
ら

し
め
た
の
が

、
慶
長
五
年

(

一
六
〇
〇)

真
田
信
幸
、沼
田
城
主
へ

信
幸
か
ら

信
之
へ

信
之
を
支
え
た
、小
松
姫

沼
田
氏
と
沼
田
城

沼
田
市
は
群
馬
県
の
北
部
に
位
置
し
、
四

方
を
山
に
囲
ま
れ
た
沼
田
盆
地
を
中
心
と

し
て
、
三
方
に
利
根
川
・
薄
根
川
・
片
品

川
が
流
れ
、
特
に
片
品
川
周
辺
に
は
河
岸

段
丘
が
発
達
し
て
い
ま
す
。
こ
の
段
丘
先

端
部(

沼
田
公
園)

に
最
初
に
城
を
築
い
た

の
は
、
鎌
倉
時
代
以
来
こ
の
地
方
の
有
力

者
で
あ
っ
た
沼
田
氏
十
二
代
万
鬼
斎
顕
泰

で
、
天
文
元
年(

一
五
三
二
）
頃
と
云
わ

れ
て
い
ま
す
。

倉
内
城
と
も
呼
ば
れ
た
こ
の
城
は
、
北
陸

か
ら
関
東
へ
至
る
要
衝
の
地
に
あ
り
、
越

後
の
上
杉
氏
や
小
田
原
の
北
条
氏
、
甲
斐

の
武
田
氏
な
ど
の
戦
国
大
名
に
よ
り
激
し

い
争
奪
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

天
正
八
年(

一
五
八
〇)

、
武
田
勝
頼
の
命

に
よ
り
吾
妻
方
面
か
ら
進
出
し
て
き
た
真

田
昌
幸
は
沼
田
城
を
攻
略
し
、
さ
ら
に
翌
九
年
に
は
沼
田
城
の
奪
還
に
来
攻
し
た
沼

田
平
八
郎
景
義
を
謀
殺
し
て
沼
田
氏
を
滅
亡
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
以
降
、
こ

の
地
の
領
有
を
主
張
す
る
北
条
氏
と
こ
れ
に
応
じ
な
い
真
田
氏
と
の
間
で
沼
田
城
を

め
ぐ
る
攻
防
が
続
き
ま
し
た
。
豊
臣
秀
吉
の
裁
定(

惣
無
事
令)

に
よ
り
、
沼
田
は
北
条

領
・
名
胡
桃
城
は
真
田
領
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
不
法
に
北
条
方
が
名
胡
桃
城
を
攻
略

し
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
豊
臣
秀
吉
の
小
田
原
城
攻
め
に
よ
り
北
条
氏
は
滅
亡
し

ま
し
た
。

秀
吉
は
真
田
氏
に
信
濃
二
郡
と
利
根
・
吾
妻
の
旧
領
を
安
堵
し
、
昌
幸
は
沼
田
城
を

嫡
子
の
信
幸
に
与
え
信
濃
国
上
田
へ
移
り
ま
し
た
。

天
空
の
城
下
町　

沼
田

北
関
東
の
軍
事
上
の
要
衝
で
あ
り
、
諸
大
名
が
欲
し
が
った
土
地
で
あ
る

北
関
東
の
軍
事
上
の
要
衝
で
あ
り
、
諸
大
名
が
欲
し
が
った
土
地
で
あ
る

真
田
氏
家
系
図

昌
幸

信
之(

信
幸
）

大
蓮
院(

小
松
姫)

信
繁(

幸
村)

竹
林
院

松
仙
院

信
吉

慶
寿
院

信
政

信
利

熊
之
助

初
代
沼
田
城
主

二
代
沼
田
城
主

三
代
沼
田
城
主

五
代
沼
田
城
主

四
代
沼
田
城
主

①入母屋屋根
②鯱
③木連格子
④五重（六階）
⑤高欄
⑥外縁
⑦唐破風
⑧四重
⑨千鳥破風
⑩三重
⑪二重
⑫切妻破風の石落し
⑬一重（一階）
⑭石落し
⑮天守台石垣
⑯堀、内側は武者走り復元体系 日本の城 2 関東より

沼田城天守推定復元図沼田城天守推定復元図沼田城天守推定復元図2
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現
在
、
本
丸
・
捨
曲
輪
と
二
の
丸
・
三
の

丸
跡
の
一
部
が
沼
田
公
園
と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
丸
跡
に
西
櫓
台
と
石
垣
、
本
丸
堀

の
一
部
が
み
ら
れ
、
わ
ず
か
に
城
の
名
残

を
留
め
て
い
ま
す
。

市
の
木
で
あ
る
「
桜
」
や
、
「
つ
つ
じ
」

ま
た
、
四
季
折
々
の
花
が
咲
き
誇
り
、
訪

れ
る
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

本
丸
跡
に
は
鐘
楼
が
再
建
さ
れ
、
真
田
信

吉
が
鋳
造
さ
せ
た
城
鐘(

レ
プ
リ
カ)

が
吊

り
下
げ
ら
れ
、
朝
夕
六
時
に
時
を
告
げ
て

い
ま
す
。
実
物(

県
重
文)

は
歴
史
資
料
館

に
展
示
し
て
い
ま
す
。

真
田
氏
改
易
後
、
真
田
領
は
一
時
的
に
代

官
支
配
と
な
り
ま
し
た
が
、
元
禄
十
六
年

(

一
七
〇
三)

本
多
正
永
が
幕
府
よ
り
沼
田

領
を
奉
領
し
、
城
の
復
興
を
命
ぜ
ら
れ
二

万
石
で
入
封
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
城
の

本
格
的
な
復
興
は
な
さ
れ
ず
、
館
御
殿
を

造
り
、
城
破
却
で
埋
め
ら
れ
た
堀
の
整
備

や
土
塁
の
構
築
な
ど
が
行
わ
れ
た
の
み
で

し
た
。

本
多
氏
三
代
の
あ
と
は
再
び
代
官
支
配
と

な
り
、
そ
の
後
享
保
十
七
年(

一
七
三
二)

黒
田
直
邦
が
二
万
五
千
石
で
入
封
し
、
二

代
続
き
ま
し
た
。
寛
保
二
年(

一
七
四
二)

に
は
土
岐
頼
稔
が
三
万
五
千
石
で
入
封
し

、
土
岐
氏
は
十
二
代
頼
知
で
明
治
維
新
を

迎
え
て
沼
田
城
は
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
沼
田
城

現
在
の
沼
田
城
跡（
公
園
）

徳
川
四
天
王
の
一
人
、
本
多
忠
勝
の
娘
で
、
徳
川

家
の
養
女
と
し
て
真
田
家
に
嫁
ぎ
ま
し
た
。

小
松
姫
は
才
色
兼
備
で
し
っ
か
り
と
し
た
女
性
で

あ
っ
た
こ
と
が
次
の
逸
話
か
ら
う
か
が
え
ま
す
。

親
と
子
、
敵
味
方
に
分
か
れ
関
ヶ
原
の
戦
い
に
挑

む
こ
と
に
な
っ
た
時
、
沼
田
城
に
い
た
小
松
姫
は

沼
田
城
に
立
ち
寄
っ
た
父
・
昌
幸
と
、
弟
・
信
繁

を
受
け
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
鎧
に
身
を
固
め
大

手
門
に
姿
を
見
せ
、

「
た
と
え
父
や
弟
で
も
今
は
敵…

」

と
気
丈
に
振
る
舞
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

元
和
六
年(

一
六
二
〇)

に
病
に
よ
り
、
療
養
の
た

め
江
戸
か
ら
草
津
に
来
る
途
中
の
二
月
二
十
四
日

に
武
蔵
国
鴻
巣
で
没
し(

四
十
八
歳)

、
分
骨
さ
れ

同
所
の
勝
願
寺
・
沼
田
の
正
覚
寺
・
上
田
の
芳
泉

寺
に
そ
れ
ぞ
れ
葬
ら
れ
ま
し
た
。

結果、堀の上では石組遺構や何らかの穴
を検出しました。遺物は五輪塔 ( 墓石 ) の
一部等が出土しています。縄文土器の破
片が 1点出土しており、この土地が縄文
時代から何らかの形で利用されていた可
能性があります。石垣そのものは発見で
きませんでした。遺物は大量の瓦が出土
し、金箔や釘などの金属製品も出土して
います。
堀は深さ 10m程度まで調査しましたが、
堀底には到達せずこれ以上の発掘は危険なため調査を中止しました。
正保城絵図には天守部分の本丸堀の石垣の高さが８間 ( 約 16m) とあり、
約 10m発掘しても堀底に到達しなかたという発掘結果もこの記述を裏付ける
ものと思われます。

本丸堀軒丸瓦出土状況

７月 19 日～ 9月 30 日の期間、天守推定地付近を約 300 ㎡ 調査しました。◆平成 28 年度 (2016) 調査　

調査箇所は正保城絵図に当てはめてみますと大門の付近となります。
なお、正保城絵図は４代真田信政の時代に幕府から提出を求められ
たもので、1644 年ころに提出したと考えられています。
調査の結果、石垣は堀底から約 1m50cmの高さまで残存し、約 3m
の高さまで裏込めを確認しました。また正保城絵図に記された石垣
の高さは 3間 ( 約６m) という事を考慮しますと石垣は 1/4 ほどが
残存し、そこから上は破壊されたと考えられます。

8月から9月にかけて沼田公園長期整備構想に基づく発掘調査を行いました。

今回の調査では瓦が大量に出土しまし
た。これらは塀に葺かれていたものと
思われ、城破却時に廃棄されたと考え
られます。
正保城絵図によればこの付近に堀、石
垣そして塀が描かれています。この他、
調査により本丸堀の深さが何段階か変
遷してる様子がうかがえました。

大門

天守

巽櫓

遺物出土状況

山路を登りながら
石垣の裏込めは、水はけをよくして石垣に余計な水
圧がかからないようにするためのものです。正保城
絵図の本丸堀の塀を見ますと、狭間が描かれており
ます。狭間には鉄砲狭間や矢狭間などがあります。
塀の中から外の敵に向かって矢や鉄砲を射かけるた
めの穴です。

石垣の高さ3間(正保城絵図記
述より)あると考えられる。
3間は約6m。

石垣は約1m50cm
残存。

裏
込
め(

栗
石
・
砂
利
層)

は

約
３
ｍ
の
高
さ
ま
で
確
認
。

ぐ
り
い
し

狭
間

さ　

ま

狭間は矢や鉄砲を射かける
ための穴です。

◆平成 27 年度 (2015) 調査　
沼田城跡発掘調査沼田城跡発掘調査




